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詳 しい天気は 3面岬 ください

一

衆
院
予
算
委
で
答
弁
す
る
岸
田
首
相
。
政
府
は
旧
統

一
教
会
を
巡
る
間

題
を
踏
ま
え
、
救
済
法
案
の
提
出

へ
本
格
調
整
に
入

っ
た
＝
１８
日
午
後

ナ
【

チ
ー
ム
は
計
Ｈ
人
で
消
費
者

庁
の
審
議
官
が
ト
ッ
プ
。
消
費

者
契
約
法
は
、
霊
感
商
法
で
結

燿
選
手
ヽ
　

辣

北

］【
一御
担
発

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

（Ｗ
Ｔ
）

を
設
置
し
、
１９
日
に
議
論
を
始

。茂木敏フ
幹事長
を萩生回う
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「同
性
愛
は
異
常
で
も
病
気

で
も
な
い
。
同
性
婚
を
想
定
外

と
し
続
け
る
こ
と
は
、
誤
っ
た

科
学
的
、
医
学
的
知
見
を
信
奉

し
続
け
る
の
と
同
じ
だ
」

昨
年
Ｈ
月
、
福
岡
地
裁
。
法

廷
に
立

っ
た
弁
護
士
の
森
あ
い

＝
大
分
県
在
住
＝
は
、
裁
判
官

３
人
に
向
か

っ
て
意
見
を
述
べ

た
。同

性
間
の
婚
姻
を
認
め
な
い

の
は
憲
法
違
反
だ
と
し
て
、
福

岡
、
熊
本
両
市
の
カ
ッ
プ
ル
３

組
が
国
に
損
害
賠
償
を
求
め
た

訴
訟
で
、
原
告
側
弁
護
団
の
共

同
代
表
を
務
め
る
。

大
分
県
内
を
拠
点
に
性
的
少

同
性
婚
の
法
制
化
を

指
す

おおしヽた

第 1章 多様な性

数
者
の
支
援
や
啓
発
活
動
を
展

開
す
る

「Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ

（Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
）
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

・
コ

コ
カ
ラ
！
」
共
同
代
表
で
も
あ

る
。

「性
別
が
同
じ
と
い
う
だ
け

で
結
婚
を
選
べ
な
い
の
は
お
か

し
い
。
不
平
等
な
制
度
は
変
え

な
け
れ
ば
」
と
指
摘
す
る
。

法
律
上
は
独
身
に

大
阪
府
出
身
。
子
ど
も
の
頃

か
ら

「男
ら
し
さ
」

「女
ら
し

さ
」
を
押
し
付
け
ら
れ
る
風
潮

が
嫌
だ
っ
た
。
大
学
時
代
は
学

内
で
同
性
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
仲
間
と
企

画
し
た
。

２
０
１
１
年
に
弁
護
士
登
録

し
、
東
京
の
法
律
事
務
所
で
約

３
年
間
働
い
た
。
１４
年
か
ら
熊
・

本
県
阿
蘇
市
で
勤
務
し
、
今
回

の
訴
訟
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
同
様
の
裁
判
は
１９
年
以
降
、

東
京
、
大
阪
な
ど
全
国
５
カ
所

で
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
同
性
婚

の
法
制
化
に
つ
な
げ
る
の
が
狙

い
だ
。
国
は

「婚
姻
は
両
性
の
合
意

の
み
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
」

と
定
め
た
憲
法
２４
条
が
同
性
間

の
婚
姻
を
想
定
し
て
い
な
い
と

主
張
し
、
争

っ
て
い
る
。

森
が
担
当
す
る
原
告
の
カ
ッ

プ
ル
は
、
い
ず
れ
も
居
住
す
る

市
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
宣

誓
を
し
て
い
る
。
自
治
体
か
ら

公
的
に
関
係
を
認
め
ら
れ
た
と

は
い
え
、
法
律
上
は
他
人
で
、

独
身
の
ま
ま
り

病
気
や
事
故
な
ど
、
パ
ー
ト

ナ
ー
に
万

一
の
こ
と
が
あ

っ
た

と
き
、
病
院
で
家
族
と
し
て
扱

わ
れ
ず
大
事
な
意
思
決
定
に
関

わ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
遺

言
が
な
け
れ
ば
相
続
も
で
き
な

い
…
…
。

「結
婚
し
て
い
な
い

と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
あ
る
」

（森
）
の
が

実
情
だ
。

今
年
９
月
５
日
に
福
岡
地
裁

で
あ

っ
た
原
告

へ
の
尋
間
で
、

熊
本
市
在
住
の
ゆ
う
た

（３９
）
＝

フ
ル
ネ

ー

ム
は
非

公
表

＝
は

「人
を
人
と
し
て
尊
重
す
る
判

決
を
」
と
訴
え
た
。

メ

モ

裁
判
は

「結
婚
の
自
由

を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟

と
し
て
、
全
国
の
５
地
裁

に
起
こ
さ
れ
た
。
現
在
の
原
告
は
計
８６

人
。
昨
年
３
月
の
札
幌
地
裁
判
決
は
、

同
性
同
士
の
結
婚
を
認
め
な
い
民
法
な

ど
の
規
定
を

「不
合
理
な
差
別
で
法
の

下
の
平
等
に
反
す
る
」
と
し
て
違
憲
と

判
断
。

一
方
、
今
年
６
月
の
大
阪
地
裁

判
決
は
、
不
平
等
な
状
態
は
解
消
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
保
護
の
在
り
方
は
議
論
の

途
上
に
あ
る
と
指
摘
し
、
合
憲
と
結
論

付
け
た
。
福
岡
地
裁
は
次
回
１２
月
８
日

の
口
頭
弁
論
で
結
審
す
る
予
定
。

変
わ
る
陛
の
意
識

世
界
で
は
０１
年
の
オ
ラ
ン
ダ

を
皮
切
り
に
、
米
、
英
、
仏
、

独
な
ど
計
３３
の
国

。
地
域
が
同

性
婚
を
認
め
て
い
る
。

広
島
修
道
大

（広
島
市
）
な

ど
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
が
１９
年

に
日
本
全
国
で
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
同
性
婚
に
賛
成
す

る
人
は
６４

ｏ
８
％
で
、
１５
年
と

比

べ
１３

・
６
び
上
昇
し
た
。
特

に
２０
代
は
８３

・
８
％
と
支
持
が

多
か

っ
た
。

世
の
意
識
は
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。
森
は
国
会
で
も
本

格
的
な
議
論
を
、
と
望
ん
で
い

る
。

「大
分
で
も
同
性
同
士
の
カ

ッ
プ
ル
が
暮
ら
し
て
い
る
。
全

て
の
人
が
将
来
を
描
け
る
日
本

に
な

っ
て
ほ
し
い
」＝
敬
称
略
＝

（藤
内
教
史
）
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